
山下よしき 2020年 質問一覧 

「地球沸騰化の時代」と言われるほ

ど深刻化する気候危機。山下議員は「日本はＧ７

で唯一、（温室効果ガス＝ＣＯ２を大量に排出す

る）石炭火力発電の廃止期限をもたない国となっ

ている」と指摘。ＣＯＰ28を前に、伊藤信太郎環

境大臣に「石炭火力廃止」の決断を迫りました。 

 政府は「温暖化対策」と称して、既存の石炭火

力発電所で石炭とアンモニア（燃焼時にはＣＯ２

を出さない）を混ぜて燃やす技術を実用化し、ア

ジア各国にも輸出しようとしています。山下議員

は、Ｇ７環境大臣会合で「（アンモニア混焼は）

石炭火力の延命につながる」と国際的批判を浴び

たことを指摘しました。 

 日本に求められているのは「石炭火力の延命」

でなく「再エネの大量導入」です。山下議員は米

国の研究所の最新リポートを示し、当面は太陽

光、中長期的には風力発電を整備することで、日

本でも2035年に再エネ比率を７０％まで高めるこ

とができると提案。同時に、奈良県平群町のメガ

ソーラーなど、再エネ導入

に関わる住民とのトラブル

もあり、安全性確保のため

に国が点検するよう求めま

した。 

 さらに山下議員は、熱中

症死亡者の８割がエアコン

を使用していなかったとの

調査結果を紹介。猛暑時に

電気代を気にせずエアコン

が使えるよう「生活保護の

夏季加算」を提起しまし

た。 

 いま演説会では「党を語る」こ

とに力を入れています。 

 １００年余の歴史をもつ日本共

産党。戦前、弾圧に屈しないで

「国民主権」と「侵略戦争反対」を

貫いたたたかいは、戦後、日本

国憲法の原則となって実りまし

た。旧ソ連や中国からの干渉を

跳ね返したたたかいは、どんな

大国の横暴も許さない自主独立

の立場として生きています。 

 いまこそ不屈性と先見性を受

け継ぎ、新しい政治の扉をひらく

とき。行き詰まった自民党政治を

変えるため、来るべき総選挙で

の党躍進めざし、近畿、全国を 

  駆け巡ります。 

        

  211国会   

  

3月9日 

環境委 

日本でも再エネの大量導入は可能  原発推

進の転換求める   

  

3月17日 

環境委 

国が安全性の確保を 奈良平群町メガソー

ラーの「安全偽装」を告発   

  

4月17日 

決算委 

大阪カジノは「まともな依存症対策がない」と

認定撤回を迫る   

  

4月21日 

地デジ特 

大阪スーパーシティ特区 個人情報漏洩の

危険に警鐘   

  

4月25日 

環境委 

大阪ダイキンＰＦＯＡ汚染 健康影響調査せよ 

環境省の消極的姿勢を批判   

  

4月26日 

本会議 

安保３文書 憲法９条踏みにじる 東アジアの

平和 外交こそ   

  

4月27日 

環境委 

Ｇ７交渉内容を偽る環境省「要点」削除要求 

熱中症死者エアコン未使用が大半   

  

5月17日 

地デジ特 

マイナ保険証強要 高齢者・障害者を困難に

追い込む 参考人質疑   

  

5月29日 

地デジ特 

マイナ混乱 背景に強引な普及 「マイナ保険

証」運用中止せよ 政府の姿勢追及   

  

5月31日 

地デジ特 

マイナ法案強行可決 「弱者を排除することに

なる」と反対   

  

6月2日 

本会議 

トラブル続出なのに健康保険証廃止 「たた

かいはこれから」と反対討論   

  

6月15日 

環境委 

ＰＦＡＳ健康調査と対策行え 環境省の姿勢を

批判   

  212国会   

  

11月16日 

環境委 

ＣＯＰ28の前にＣＯ２削減目標強化を 政府

の対策遅れを批判   

  

12月8日 

予算委 

統一協会幹部との面会が被害者を増やした

可能性を岸田首相にただす  万博中止を   

        

山下よしき 2023年 質問一覧 

「ＣＯ２削減目標強化を」と

質問（11月16日 環境委)  

私から左へ、こくた恵二国対委員長、きのせ明子衆院滋賀１区予定候補。 

私から右へ、堀川あきこ、たつみコータロー、こむら潤、清水ただしの 

衆院比例近畿ブロックの各予定候補。（8月19日 滋賀県栗東市）  

総選挙躍進へ 百年の党の歴史を語って  
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党国会議員団ＰＦＡＳ問題対策委員会の責任者と

して被害地域を調査（9月14日 大阪府摂津市）  

 近畿、全国のみなさん、いつも応

援ありがとうございます。 

 〝困った人をほっとかない、あっ

たかい人間の連帯を国の政治に〟を

モットーに国会活動を続けてきまし

た。「政治とカネ」をめぐる目を覆

いたくなるような状況は、自民党政

治そのものを根底から問うものと

なっています。 

 お届けする国会報告が、あるべき

政治を考えるうえで役立つなら幸い

です。 

2024年新春 国会報告 NO.15 

大阪・関西万博がカジノとセットであることを告発し、 

統一協会と岸田首相の接点を追及（12月8日 予算委員会）  



 「カジノのための万博であり、カジノのためのインフラ整備だ」。山下よしき議員は

１２月８日の予算委員会で、大阪・関西万博がカジノ（ＩＲ）のために開催されることを明らかにし、万博

もカジノも中止するよう岸田文雄首相に迫りました。 

 「原発ゼロ、大軍拡ストップ の審判を」

と訴え（3月25日 和歌山県白浜町）  

「特別支援学校の設置基準の既存校への

適用、教室不足の解消を」の願いが届く 

              （2月16日 国会内）  

に共有することになる」と露骨な狙いが語られてい

ると指摘。維新の会の馬場伸幸代表も「万博からＩ

Ｒというレールが敷かれていて」「そこは惜しみな

く」「お金を出していく」とまで発言していること

をあげ、政府の認識をただしました。  

 岸田首相は、「ＩＲ整備は万博とは別のプロジェ

クト」などとくり返し答弁。山下議員は「万博は半

年で終了し、パビリオンもリング状の大屋根も撤去

される。一方、カジノは未来永劫（えいごう）、営

業を続ける。大阪・関西万博のレガシー（遺産）は

カジノということになる」と指摘。「そのために何

百億円、何千億円もの税金が使われることを国民が

納得するはずはない」と中止を迫りました。  

 この質問に先立ち、山下議員は、夢洲でのカジノ

計画について「ＰＣＢを含む土壌汚染の調査も、

ギャンブル依存症対策もされてない」と政府に認定

の撤回を求めました（4月17日 決算委員会）。  

 山下議員は、万博（2025年開催）

とカジノ（2030年開業）の会場が、

どちらも大阪湾に浮かぶ人工島の

「夢洲（ゆめしま）」となったた

め、鉄道や駅、上下水道など新たな

インフラ整備が必要となり、判明分

だけで１・２兆円以上の事業費にな

ると指摘。【右図】  

 なぜ万博とカジノが同じ夢洲会場と

なったか。山下議員は、夢洲へのカ

ジノ誘致（14年）に続き、松井一郎

大阪府知事が、安倍晋三首相、菅義

偉官房長官（いずれも当時）との忘

年会（15年）で直談判し「大阪万博

が動き出した」（松井氏著書）こと、さらに松井知

事の突如の提案（16年）で候補地から外れていた夢

洲が万博予定地となった経緯を告発。  

 山下議員は、万博の大阪開催が決定（18年）した

翌日、米大手カジノ事業者ラスベガス・サンズが発

表した祝福メッセージでは「（万博とＩＲ計画は）

密接な関係がある」「公共施設やインフラを必然的

判明分だけで１・２兆円  

パネルを示して岸田首相を追及、ＮＨＫが中継  

カジノとセットで夢洲に誘致 

「インフラを共有」「ＩＲにレールが」 
万博のレガシーはカジノ 

土壌汚染も依存症も対策なし 

 岸田政権の「敵基地攻撃能力保有」で 

日本に「極超音速ミサイル」が配備される

危険を告発（2月4日 大阪市・京橋駅前）  

「コンビニで他人の住民票が

発行された」「病院で他人の

診療情報が出た」 

 深刻なトラブルが相次ぐマイナンバーカードを全

国民に強要するため、突然「健康保険証の廃止」を

打ち出した河野太郎デジタル大臣。山下議員は「保

険証１枚で誰もが安心して医療を受けることができ

る国民皆保険制度の崩壊につながる」と厳しく批判

しました。 

 参考人質疑では、入居高齢者の保険証を施設が管

理し、通院時に同行職員に預けているという特別養

護老人ホームの実態が示され、「（銀行口座とつな

がる）マイナ保険証と暗証番号を施設で管理する責

任はあまりにも重大。職員にさらに重い責任を負わ

せるようなやり方は切にやめていただきたい」との

訴えが。 

発がん性などが指摘される有機フッ

素化合物ＰＦＡＳ。山下議員は党国会議員団の対策

委員会責任者として論戦に調査に奮闘しています。 

「ふつうに畑を耕し、ふつうに野菜を食べただけ

なのに、子や孫の健康を心配しなければならない。

大臣、理不尽だと思わないか」 

山下議員は、ダイキン工業淀川製作所（大阪府摂

津市）が排出したＰＦＯＡによる河川や地下水、農

作物の汚染の実態、住民の声を突き付け、「アメリ

カと同じように、日本でもＰＦＡＳと疾病との因果

関係を科学的に調査し、水質基準の強化、血中濃度

の基準づくりを行うべきだ」と迫りました（６月１

５日 環境委員会）。 

党議員団対策委員

会としても現地を調

査。森山一正摂津市

長と面会し、「血中

濃度の基準をつくっ

てほしい」「この問

題は党派を超えた問

題」など率直に意見

交換（９月１４日）。 

 また、重度の障害のある参考人は、障害者の場

合、マイナ保険証の申請・取得・管理・利用のそれ

ぞれに大きな問題を抱えていると告発。「障害者や

介護を必要とする高齢者など、社会的に弱い立場に

置かれている人たちをより困難な状況に追い込むこ

とになる」と強調しました。 

 山下議員は「〝人にやさしいデジタル社会〟と言

いながら、それに逆行する事態を招くことは明らか

だ」と法案の廃

止を求めまし

た。２４年１２

月予定の保険証

廃止をストップ

させるたたかい

はこれからで

す。 

犯罪被害補償を求める会から「支援制度の抜

本改善を」と国会議員団として要請をうける 

                 （11月15日 国会内）  

「保険証廃止 ありえない！」と保団連の

集会でアピール（5月18日 国会内）  

 「前進の足がかりつくった」と兵庫県後援

会総会で講演、珠玉の発言も（5月27日）  

的事実が重視されました。 

 政府は控訴しま

したが、「人生を

返してほしい」と

いう水俣病被害者

の叫びこそ公害行

政、環境行政の原

点のはず。解決に

向けて引き続きが

んばります。 

すべての水俣病被害者の救済を求めた

「ノーモア・ミナマタ近畿第２次訴訟」。９月２７

日の大阪地裁判決は、原告全員を水俣病と認定し賠

償を命じる画期的な判決でした。 

 山下議員も以前、「不知火海沿岸地域では、メチ

ル水銀曝露によって感覚障害が引き起こされた『原

因確率』を計算すると、９５％以上になる」という

疫学にもとづく根拠を突き付け、被害者を切り捨て

る政府を追及していました（２２年６月１０日 環境

委員会）。今回の大阪地裁判決でも疫学による科学

 「ＰＦＡＳの健康影響調査を」と

環境省に要求（8月8日 国会内）  

ノーモア・ミナマタ訴訟原告から実情をき

き要望書を受けとる（9月28日 国会内）  

 「オール沖縄全員勝利を」と

並んで訴え（7月2日 那覇市）  


